








はじめに 

周産期死亡率や心身障害児発生率を低下させるための周産期管理システムとして,胎児監

視装置による早期発見と,センター病院への転送という早期治療が,新しい主流となりつつ

ある。しかし,行政上重要な,その実施に当っては,胎児監視装置の記録用紙への登録,診察,

治療などの記入もれ,誤記など問題点が多い。そこで,我々は,今回新しい技術を利用して,

対話型胎児監視装置を開発することにより,この問題を解決することを試みた。すなわち,

胎児監視装置の内部に.2 個のマイコンを内臓させ,1 個は,従来よりも優れた能力を有する

胎児監視装置とするため利用し,他の 1個は,登録,診察,治療などのカルテ情報を含んだ質

問を記憶させておき,医療従事者は,YES,NO,0～9 までのキーを押して,この質問に回答す

ることにより自動的に整備された(カルテ内容を伴なう)胎児監視記録用紙を,しかも必要

枚数を提供する様に意企した。すなわち,我々は,この装置を開発することにより,最近重要

視されている地域医療に於ける転送の問題点を解決し,心身障害児の発生を低減させると

いう厚生行政に反映せん様にした訳である。 


